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1. はじめに 

原田研究室は SAGE[1][2]と呼ばれる意味解析

システムを開発し、質問応答や要約などに用い

ている。SAGE の語意解析には EDR 電子化辞書[3]

を使用している。しかし、この EDR 電子化辞書

は新聞データに基づいて複数人によって作成さ

れたので、１つの単語における同じような語意

の重複や、語意頻度が社会通念と異なっている

など、意味解析の結果を誤らせる原因を含んで

いる。図１はその解析誤りの一例であり、「買

収する」の語意説明が「土地を買い取る」と限

定的なものになっており、文章の意味が通らな

くなっている。本研究では、こういった問題を

解消するために web 上の辞書の語意との比較に

基づいた EDR 電子化辞書の半自動更新支援シス

テム Dicorret を開発した。 

 
図 1 SAGE 解析の誤り例 

2. 提案システムの概要 

Dicorret では図 2 に示す通り、まず修正すべ

き条件を持つ語を EDR 電子化辞書の中から検索

し抽出する。そしてその語についての EDR 電子

化辞書の語意と web 上の辞書に含まれる語意を

取得し語毎に語意リストファイルにまとめる。 

次にその取得したファイルに含まれる語の語

意説明文を意味的類似度に基づいてクラスタリ

ングを行う。しかし、機械によるクラスタリン

グは必ずしも正しいわけではないので、目で見 

て確認し間違っていれば人手で修正する。 

 クラスタリングが完了するとその結果に基づ 

 

 

 

 

き EDR 電子化辞書を更新するための辞書更新レ

コードを生成する。 

 
図 2  Dicorret の概要 

3. 提案システムの詳細 

3.1 更新対象となる単語の抽出 

 EDR 電子化辞書から下記の三つの条件を持つ語

を抽出する。また、リストに登録された語は web

辞書から語意説明文を取得する。 

① 重複概念語意リスト 

 一語の中で語意説明文を対象に最小値型でリ

ンク閾値を 0.3 としてクラスタリングを行う。

一つのクラスタに EDR 辞書からの語意文が二つ

以上存在するとき、その語を重複語意語意リス

トに登録する。 

② 同一概念別頻度語意リスト 

 一語の中で概念別頻度が等しい語意説明をも

つ語を同一概念別頻度語意リストに追加する。 

③ 異順位概念別頻度語意リスト 

Semi-Automatic EDR dictionary corrector Dicorret by 

comparing with web dictionary. 
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 EDR 電子化辞書にあるすべての動詞や普通名詞

について、語意が 5 つ以上ある語の語意説明文

を対象にリンク閾値 0.2 でクラスタリングを行

う。その結果 EDR 電子化辞書での語意頻度の順

位と web の辞書で表記されている順位に違いが

あればそれを異順位概念別頻度語意リストに登

録する。 
3.2 語意のクラスタリングによる重複語意の統合 

 3.1 節で取得した EDR 電子化辞書および web 辞

書上の語意説明文を対象に語の階層型クラスタ

リングを行う。しかし、実際には web 辞書の語

意説明と EDR 電子化辞書の語意説明は同じ内容

を表記しているがその説明文が大きく異なる場

合が多々あり、機械によるクラスタリングだけ

では正しいクラスタリングができるとは限らな

い。そのため最終的にはクラスタリング結果を

GUI に表示し、クラスタリング結果に問題がある

場合は人手で修正する。例えば図 3 に示すよう

に修正することで、web の語意「買い取ること」

に対して EDR 辞書の「土地を買い取る」と「会

社や株などを買い取ること」の二つが対応して、

EDR の語意に重複があることが分かる。クラスタ

リングが完了したら重複語意の場合はどの語意

を残すかを人間が判断して決定する。また、語

意頻度がおかしい場合は WEB 辞書の語意説明の

順番を参考に EDR 電子化辞書の概念別頻度の更

新値を決定する。この結果に基づいて EDR 辞書

の更新レコードを出力する。 

3.3 辞書更新レコードの出力 

 重複語意は一つを残して残りは削除する。そ

のため、まず日本語単語辞書及び概念見出し辞

書から該当の語意を削除する更新レコードを生

成する。また、削除する語意の上位概念を残す

語意の上位概念として追加登録するため概念体

系辞書の更新レコードを生成する。さらに、削

除する語意を含む共起事例を残す語意に置換す

る共起辞書更新レコードも生成する。表 1 はそ

の一例であり日本語単語辞書から重複語意を削

除するためのレコードである。語意頻度を修正

する場合は日本語単語辞書だけを修正すればよ

いので日本語単語辞書更新レコードだけを生成

する。最後に EDR 更新ツールを用いて更新レコ

ード群に纏められた変更点を EDR 電子化辞書に

反映する。 

 表 1 日本語単語辞書の更新レコードの出力例 

 
4. 結論 

図 4 は修正後の EDR 辞書を用いた意味解析の

結果であり、図 1 に対して「買収する」の語意

が適切な語意「買い取ること」になっているの

が確認できる。これにより本システムで EDR 辞

書を更新する有用性が確かめられた。今後は、

実際に多くの語意を修正する作業を行うこと、

また新聞データなどの解析によってこの修正に

よる SAGE 解析精度を調査する。 

図 4 EDR 辞書修正後の SAGE 解析 
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図 3 手修正後のクラスタリング結果 
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